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被災者生活再建支援法、災害救助法（抜粋）  

被災者生活再建支援法 （抜粋） 
 
（目的）  
第１条  この法律は、自然災害によりその生活基盤に著しい被害を受けた者に対し、都道府県

が相互扶助の観点から拠出した基金を活用して被災者生活再建支援金を支給するための措
置を定めることにより、その生活の再建を支援し、もって住民の生活の安定と被災地の速や
かな復興に資することを目的とする。  
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災害救助法 （抜粋） 
 
（目的）  
第１条  この法律は、災害に際して、国が地方公共団体、日本赤十字社その他の団体及び国
民の協力の下に、応急的に、必要な救助を行い、被災者の保護と社会の秩序の保全を図る
ことを目的とする。  
（救助の対象）  
第２条  この法律による救助（以下「救助」という。）は、都道府県知事が、政令で定める程度の
災害が発生した市町村（特別区を含む。）の区域（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２
５２条の１９第一項 の指定都市にあっては、当該市の区域又は当該市の区の区域とする。）
内において当該災害により被害を受け、現に救助を必要とする者に対して、これを行う。  


